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Schrödingerの波動方程式(2)

自由電子の波動関数



Erwin Rudolf Josef Alexander 
Schrödinger 

エルヴィン・ルドルフ・ヨーゼフ・
アレクサンダー・シュレーディンガー
（オーストリアの理論物理学者）

1887/8/12～1961/1/4

ド・ブロイの物質波の概念
 を元に、1926年にシュレー
 ディンガーの波動方程式を
 導出した。

 
1933年、ノーベ

 ル物理学賞を受賞。



Schrödinger 方程式の導出











自由電子の波動関数

• ｘ 軸上を自由に運動している場合

• 一次元の箱の中を運動している場合

• 円周上を運動している場合



電子がｘ 軸上を自由に運動している場合
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の電子がx軸上を－∞から＋∞まで速度υで自由に
 運動している場合を考える。

ここでポテンシャル（位置）エネルギーは０とする。
電子の運動は波動なので波動関数（

 
）として表される。)(xψ









数直線上の自由電子の確率密度
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自由電子の波動関数
 

一次元の箱の中を運動する場合





















円周上を運動する電子

















xy 面内にある半径 Rの円周上の
 

質量m の粒子の角運動量









以上のように、簡単な例

•数直線上を自由に運動している電子

•一次元の箱の中を運動している電子

•円周上を運動している電子

では、その波動関数が容易に求められ、そ
 れを用いて種々の物理量（運動量または角
 運動量、エネルギー）を計算することが可能
 であることを示した。
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